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コ
ロ
ナ
禍
の
備
え
「
か

み

か

べ

」

……群 馬 建 協<

群
馬
県
建
設
業
協
会
（
群
馬
建
協
、
青
柳
剛
会
長
）
が
考
案
し
た
避
難
所

向
け
の
段
ボ
ー
ル
素
材
の
間
仕
切
り
「
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｅ
（
か
み
か

べ
）
」

を
生
か
し
た
官
民
の
災
害
へ
の
備
え
が
進
ん
で
い
る
。
群
馬
建
協
は
県
内
の

全
自
治
体
と
設
置
訓
練
を
今
月
中
旬
に
終
え
る

。
鹿
児
島
県
建
設
業
協
会

（
鹿
児
島
建
協
、
藤
田
護
会
長
）
は
自
治
体
に
か
み
か
べ
の
有
効
性
を
理
解

し
て
も
ら
う
活
動
を
始
め
る
。
青
柳
会
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
複
合
災
害
に
対

す
る
地
域
建
設
業
の
備
え
の
象
徴
に
な
る
」
と
期
待
感
を
示
す
。

か
み

か

べ
は
厚
さ
３

．。ぐ
の
段

ボ
ー

ル

製
。
リ

ブ
、
ジ

ョ
イ
ン
ト

、
蛇
腹

の
壁
と

い

っ
た
部
材

を
組
み

立
て

る

こ

と
で

、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
を
保
て

る

空
間

が
で

き
あ

が
る

。
標
準
ユ
ニ

ッ

ト

は
２

・
１

封
四
方

、
高
さ
１

・
５

μ

。
女
性
を
含
む
大
人
３
人

が
テ

ー

プ
や
金
具
を
使
わ
ず
に
2
0分
ほ

ど
で

完
成
さ

甘

ｂ
れ
る
。

伸
縮

が
3
0惣
単

位
で

可

能
。
医
療
関

係
者

が
目
視
で

き
、
感
染
症
対
策
に

必
要

と
さ
れ
る

避
難
所

・
避
難
生
活

学
会

推
奨

の
高

さ

（
１

・
４

～
１

・
５
μ

）
に
合
わ

せ
て

あ
る
。◇

　
　
　

◇

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス

の
流

行
と

自

然

災

害

と

い

う

複

合

災

害

に

対

し

、
災
害
対
応
を
担

っ
て

い
る
地
域

建
設
業
な
ら
で
は

の
備
え

と
し
て

、

群
馬
建
協

が
企
画
し

た
。
デ
ザ
イ

ン

を
松
井

淳
氏

が
担
当
し

、
日
本
サ
イ

ン
デ
ザ
イ

ン
協
会
の
宮
崎

桂
会
長

が

専
用

ロ
ゴ
を
作

っ
た
。
避
難
所
は
３

密

（
密
集

・
密
閉

・
密
接

）
に
な
り

や

す

く
、
自
然
災
害

の
被

災
地
は

、

感
染
症
と

の
二
重
被

害
を
受
け

る
懸

念

が
あ
る

。
政
府
は

避
難

所
の
３
密

対
策
を
求
め

る
も
の
の
、
緊
急
対
応

で

手
い

っ
ぱ
い

の
非

常
時
に
必
要

な

措
置
を
講

じ
る

の
は

難
し

い
。

「
地
域
を
守
る
建
設
業
の
知
恵
を

生
か
し

、
避
難
生
活

の
質
を
高
め

た

い

」（

青

柳

会

長

）
。
群

馬

建

協

は

、

スコープ

専 用 ロ ゴ

匹
鵬 題 皿 圀

詔 讐 丿 瓢､謙 問 昌 彗 晨 ご就

Ｗ　　　　　 事(左から２人目)-８月６口､群馬県庁で

万

飛
ま
つ
感
染
の
予
防
や
住
空
間
の
機

能
確
保
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
の
避
難
所
に

求
め
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し

た
。
そ
の
上
で
地
域
の
備
え
に
な
る

よ
う
、
か
み
か
べ
の
協
会
各
支
部
へ

の
「
分
散
備
蓄
」
、
複
数
支
部
の

「
近
場
備
蓄
」
、
本
部
か
ら
供
給
す

で
万
全
に

自治体と設置訓練、備蓄体制の整備も
::::::;;　青 柳 会 長 の 話

「協会の行動指針で、地域を守る建設業の備え
の一つに災害対応組織力を挙げた。自治体との訓
練はその向上になり、協力いただいた関係者に感
謝申し上げる。壁やリブがあり､デザインも意識し

たかみかべは建築の要素がベースになっているＯ
組み立て、搬送、備蓄を含めて災害の最前線で活

躍する地域建設業のノウハウを生かした。複合災
害への備えに万全を期したい」。

の
災
害
へ
の
備
え
に
な
る
」
と
機
能

を
評
価
し
た
。
同
村
は
5
0セ
ッ
ト
を

調
達
す
る
。
８
月
６
日
に
は
群
馬
県

庁
で
訓
練
を
実
施
。
視
察
し
た
山
本

一
太
知
事
は
「
複
合
災
害
に
備
え
る

群
馬
モ
デ
ル
を
発
信
す
る
協
会
を
心

強
く
思
う
」
と
謝
意
を
示
し
た
。
青

柳
会
長
は
高
崎
市
内
で
同
８
日
に
行

わ
れ
た
公
明
党
群
馬
県
本
部
の
議
員

研
修
会
で
講
演
し
、
石
井
啓
一
前
国

士
父
通
相
ら
を
前
に
複
合
災
害
へ
の

備
え
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

群
馬
建
協
は
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た

九
州
の
被
災
地
に
工
０
０
セ
ッ
ト
を

九
州
豪
雨
の
被
災
地
の
熊
本
県
芦
北
町

に
届
い
た
か
み
か
べ
＝
７
月
いい
日

提
供
し
た
。
全
国
道
の
駅
連
絡
会
、

全
国

建
設
産
業
協
同

組
合
連
合
会

（
全
建
協
連
）
と
連
携
し
、
７
月
に

福
岡
、
熊
本
、
鹿
児
島
各
県
へ
搬
送

し
た
。
被
災
地
の
緊
急
対
応
に
奔
走

す
る
鹿
児
島
建
協
は
、
「
群
馬
が
上

げ
た
の
ろ
し
を
広
め
た
い
」
と
藤
田

会
長
が
賛
意
を
表
明
。
自
治
体
の
担

当
者
を
交
え
た
訓
練
会
を
行
う
方
向

で
調
整
に
大
つ
た
。
全
建
協
連
は
傘

下
の
組
合
に
か
み
か
べ
の
情
報
を
提

供
し
て
お
り
、
干
葉
県
内
な
ど
か
ら

引
き
合
い
が
あ
る
と
い
う
。

◇
　
　
　

◇

新
型
コ
ロ
ナ
は
強
い
感
染
力
が
数

日
続
く
。
避
難
所
は
１
人
の
感
染
者

か
ら
避
難
者
の
6
0％

が
感
染
す
る
と

い
う
指
摘
か
お
る
。
感
染
者
は
血
管

内
で
血
栓
が
で
き
や
す
い
。
静
脈
血

栓
塞
栓
（
そ
く
せ
ん
）
症
（
エ
コ
ノ

ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
）
に
な
る
危
険

の
あ
る
車
中
泊
を
避
け
る
必
要
か
お

る
が
、
避
難
所
は
感
染
者
の
隔
離
や

感
染
予
防
の

ゾ
ー
ニ

ン
グ
が
難
し

い
。
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
、
群
馬

建
協
は
か
み
か
べ
の
有
効
性
を
ア

ピ

ー
ル
し
、
地
域
一
体
で
防
災
力
の
向

上
に
ま
い
進
す
る
。

公
明
党
群
馬
県
本
部
の
議
員
研
修
会

で
も
組
み
立
て
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
＝
８
月
８
日

る
「
補
給
備
蓄
」
の
体
制
を
整
え
た
。

「
隣
県
備
蓄
」
も
視
野
に
入
れ
る
。

設
置
訓
練
は
、
自
治
体
の
職
員
だ

け
で
な
く
避
難
所
で
活
動
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ら
も
交
え
、
協
会
支
部
と

青
年
経
営
者
部
会
が
主
体
と
な
っ
て

実
施
中
。
昨
秋
の
台
風
の
爪
痕
が
残

る
嬬
恋
村
で
７
月
1
7日
に
行
っ
た
訓

練
に
参
加
し
た
熊
川
栄
村
長
は
「
次
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